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金属ナノ粒子などの活性金属種を酸化物粉末表面に担持した担持金属触媒は、実用上最もよく用いられている。

触媒特性を制御している因子は、金属種のサイズや形状、酸化物との界面結合状態、吸着種挙動などである。

従ってこれらを原子レベルで評価し、触媒特性との相関を解明することが、更なる高性能化のための指針を得る

には不可欠である。しかしながら、粉末試料である実触媒を用いた場合には試料の不均一性に由来して、上記

の制御因子を精密かつ一意に評価することが困難な場合も多い。そこで、均一性の高い単結晶モデル表面を

用いた表面科学計測によるアプローチが有効となる。本講演では、走査型トンネル顕微鏡（STM）を用いた触媒

反応の可視化や触媒反応中の活性点三次元構造を計測できる新しい表面 XAFS 法の開発について紹介すると

ともに、触媒表面科学における課題（圧力ギャップなど）の克服に向けた試みについても述べる。 
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